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群
馬
県
伊
勢
崎
市
曲
輪
町二

〇
二
三
年
十
月

ｍ
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

外
壁
煉
瓦
積
み
の｢

時
報
鐘

楼｣

を
寄
付
。
こ
れ
は
現
存

す
る
群
馬
県
最
古
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
だ
。

鐘
は
中
台
寺
の
物
を
転
用
。

午
前
六
時
、
正
午
、
午
後
六

時
に
鳴
ら
さ
れ
て
い
た
が
、

一
九
三
七
年
警
察
署
望
楼

(
一
九
四
七
年
ま
で
警
察
と

大
正
時
代
、
未
だ
時
計
は

一
般
に
は
行
き
渡
っ
て
い
な

か
っ
た
。
そ
の
当
時
、
町
長

は
町
民
が
時
間
を
守
る
工
夫

を
伊
勢
崎
出
身
の
薬
種
商
小

林
桂
助
に
相
談
。
彼
は
横
浜

か
ら
の｢

薄
荷｣

の
輸
出
で
成

は

っ

か

功
を
収
め
て
い
た
。

そ
こ
で
小
林
氏
は
一
九
一

五
年(

大
正
四)

高
さ
約
十
五

消
防
は
一
体
だ
っ
た)

に
設

置
さ
れ
た
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴

に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
た
。

釣
鐘
は
戦
時
中
に
供
出
さ

れ
た
。

塔
屋
部
分
は
戦
災
で
焼
失

し
た
が
戦
後
寄
せ
棟
造
り
で

復
旧
。
一
九
九
〇
年
に
創
建

当
時
の
ド
ー
ム
状
の
屋
根
も

復
元
さ
れ
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
に
家
土
地

財
産
を
奪
わ
れ
ガ
ザ
、
ヨ

ル
ダ
ン
川
西
岸
、
レ
バ
ノ

ン
に
追
い
や
ら
れ
た
難
民
。

今
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
に
よ
る

虐
殺
が
行
わ
れ
て
い
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の｢
入
植
地｣

｢

入
植
地｣

と
云
う
が
砂

漠
を
開
拓
し
た
の
で
は
な

い
。
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
家
、

畑
を
武
力
で
奪
っ
た
物
だ
。

銃
で
脅
し
て
男
だ
け
集
落

外
に
集
め
、
そ
の
間
に
家

を
壊
し
、
財
産
を
奪
い
追

放
。
難
民
と
し
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
成
立
後
だ

が
、

パ
レ
ス
チ
ナ
人

の
身
分
証
更
新
と
、
土
地

所
有
権
確
認
を
同
時
刻
に

全
く
別
の
場
所
で
行
う
事

に
し
、
土
地
の
所
有
権
を

奪
い
、
身
分
証
を
奪
い
住

め
な
く
し
て
難
民
と
し
た
。

日
本
の
難
民

｢

難
民｣

は
日
本
に
は
無

縁
？
実
は
日
本
に
も
。

左
の
地
図
は
、
沖
縄
の

｢

普
天
間
基
地｣

と｢

キ
ャ

ン
プ
瑞
慶
覧｣

周
辺
の
日

ず

け

ら

ん

本
人
の
住
宅
地
を
示
す
。

沖
縄
戦
終
了
で
米
軍
は

日
本
人
を
収
容
所
に
押
し

込
め
た
。
ハ
ー
グ
陸
戦
条

約
は
占
領
地
の
住
民
の
財

産
を
奪
う
こ
と
を
禁
止
し

て
い
る
が
、
米
軍
は
無
視
。

住
宅
、
畑
、
学
校
も
お
墓

も
潰
し
て
基
地
を
作
り
、

広
い
米
軍
住
宅
を
作
っ
た
。

土
地
も
家
も
奪
わ
れ
た

日
本
人
は
正
に
難
民
。

樺
太
、
国
後
、
択
捉
、

歯
舞
、
色
丹
な
ど
の
島
民

は
土
地
も
家
も
奪
わ
れ
追

放
さ
れ
た
難
民
。

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

日本に「難民」はいますか？

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧

普
天
間
基
地


